
実践例「音楽」 

 

 

 

 

 

 
【題材・単元名】 
「音を合わせてみよう」 
 
【対象学年】 
中学２年生 
 
【ねらい】 
・合奏を通して、一体感を感じる。（特別支援学校生徒Ａ） 
・一緒にどう練習したら考えながら、練習に取り組む。（支援籍校生徒） 
 

時間 活動内容 
目標 留意点 

○生徒Ａ ◎支援籍校生徒 ○本校 ◎支援籍校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教室移動（玄関～音楽室） 
 
 
 
 
1、あいさつ 
 
 
2、学習内容の説明 
 
3、準備 
 
4、ペア練習 
 
 
 
5、合奏 
 
6、鑑賞 
  自分たちの演奏を鑑賞 
 
７、片付け 
 
８、あいさつ 

○楽しさを感じる。 
 
 
 
 
○注視する。 
 
 
 
 
○自分で準備する。 
 
○相手に合わせる。 
○困っていることを
伝える。 
 
○テンポに合わせて
演奏する。 
○鑑賞し、達成感を
感じる。 
 
○協力する。 
 
○大きな声でする。 

◎困っていることに
気付き、手伝う。 
 
 
 
◎座席の案内をす
る。 
 
 
 
◎協力する。 
 
◎困っていることに
気付き、声をかける。 
 
 
 
 

○◎自然な関わりの
中、互いに安心してコ
ミュニケーションを図
れるように見守る。 
 
◎生徒Ａの実態に合わ
せて、座席を配慮する。
（緊張/視覚刺激） 
 
○◎手本や映像資料を
鑑賞し、活動の見通し
を持たせる。 
 
○生徒Ａの実態に合わ
せて、楽器を選定する。
（卓上ベル/リコーダ
ーの上管のみ/ギター
等の弦楽器等） 
 
○フィギャーノート等
の視覚的にわかりやす
い楽譜の用意。 
 
○◎客観的に自分の取
り組みが観られるよう
に映像化し、振り返る。 
 

 
【評価】 

・コミュニケーションを図ることができたか。 

・相手に合わせることができたか。 

・一緒に演奏することを楽しむことができたか。 

 

【支援籍学習の目的】川越特別支援学校ガイドラインより 

○地域との関係を深めるとともに、在籍校（学級）以外の学校（学級）において学ぶことにより、 

「社会で自立できる自信と力」を育む。（川越特別支援学校） 

○同じ地域に住む障害のある児童生徒と学級の一員として学ぶことにより、「心のバリアフリー」を育む。

（支援籍校） 

【支援籍校教員から】 

・笑顔でやり取りする様子がみられた。 

・川特で練習してからの合奏だったので、すぐ周りの

生徒とも合奏することができた。 

・一緒に演奏した映像を観たことで、一緒に取り組ん

でできたという思いを強く感じている生徒がいた。  

＊フィギャーノート：誰でも簡単に楽器が演奏できる新しい楽譜です。 


